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１．クルーズ人口 

2010年の我が国のクルーズ人口（邦人のクルーズ旅行利用者数）は、外航クルーズの利用

者約 10.2万人、国内クルーズの利用者約 8.6万人となり、合計約 18.8 万人(前年比約 13％

増、約 2.1 万人増)となりました。2009 年は、リーマン・ショック後の景気低迷、新型イン

フルエンザの世界的流行等のマイナス要因の影響等により前年比 12％減と落ち込んだもの

の、2010年は 2008年の外航・国内クルーズ数（約 19万人）とほぼ同水準にまで回復してい

ます。 

 

２．クルーズ船の寄港回数 

2010年の我が国港湾へのクルーズ船の寄港回数は、外国船社のクルーズ船 338回、日本船

社のクルーズ船 591回、合計 929回（前年比約６％増）となりました。 

 

 

・資料１－１ ：2010年の我が国のクルーズ等の動向について 

 資料１－２ ：2010年の我が国のクルーズ等の動向について（図表編） 

・資料２   ：2010年の我が国港湾へのクルーズ船の寄港回数について 

・資料３   ：日本船社運航の外航クルーズ船一覧、外航旅客定期航路就航状況 

 

 

問い合わせ先 

「１．クルーズ人口」 について 

国土交通省海事局外航課  伊藤、堀欠 

電話：03-5253-8111（内線 43-344） 03-5253-8619（直通） 

「２．クルーズ船の寄港回数」 について 

国土交通省港湾局振興課  木村、堀本 

電話：03-5253-8111（内線 46-423） 03-5253-8673（直通） 

国土交通省では、2010年（1月～12月）の我が国のクルーズ等の動向を把握すべく、ク

ルーズ船社や旅客船事業者、船舶代理店、旅行会社、全国の港湾管理者等へ調査を実施い

たしました。その結果をお知らせいたします。 

 



資料１－１ 

2010 年の我が国のクルーズ等の動向について 

 

2010 年（1 月～12 月）の我が国のクルーズ等の動向に関するアンケート調査の集計結果をお知

らせします。本調査は 1986 年以降、関係者1からご協力を頂き、毎年実施しています。 

 

１．2010 年の我が国のクルーズ人口について（図表１参照） 

◎ 2010 年の我が国のクルーズ人口2は、外航クルーズ利用者約 10.2 万人、国内クルーズ利用

者約 8.6 万人の合計約 18.8 万人（前年比 13％増）となりました。 

２．外航クルーズの動向について（図表１～図表４参照） 

◎ 日本船社運航の外航クルーズ船利用者は約 1.5 万人と前年とほぼ同水準、外国船社運航のク

ルーズ船利用者は約 8.7 万人と前年比約 29％増加し、合計では約 10.2 万人（前年比約 24%増、

同約 2 万人増）となりました。 

◎ クルーズの目的別では、レジャー目的が約 95％で、前年に引き続き 90％を超え、インセン

ティブ目的による利用は減少、セミナー及び交流目的による利用は増加となりました。 

◎ クルーズの長さを示す泊数別では、1 泊～4 泊のショートクルーズ利用客が全体の約 50％、

5 泊～13 泊のクルーズが全体の約 43％、全体の人泊数は約 88 万人・泊となりました。平均泊

数は約 8.6 泊と前年（10.2 泊）より減少となりました。 

◎ クルーズの方面別では、欧州地域全体で約 45％（4.6 万人、うちバルト海 2.8 万人、地中海

1.6 万人）、極東ロシアを含むアジア地域で約 28％（約 3 万人）の順となりました。前年と較

べるとアジア地域と地中海地域の増加が目立っています。 

３．国内クルーズの動向について（図表１、図表５～図表７参照） 

◎ 日本船社外航クルーズ船による国内クルーズ利用者については、約 8.5 万人、内航フェリ

ー利用のクルーズ利用者が約 0.2万人の合計約 8.6 万人（前年比約 1.7％増、同約 0.1万人増）

となりました。 

◎ 目的別では、レジャー目的が約 92％を占め、このうちワンナイト利用は減少となりました。

団体旅行目的による利用は増加しましたが、インセンティブ、セミナー及び交流目的による利

用は減少となりました。 

◎ 泊数別では、1 泊～4 泊で全体の約 85％を占めました。人泊数については、約 24.3 万人・

泊、平均泊数は 2.8 泊で、人・泊、平均泊数とも前年（21.8 万人・泊、2.6 泊）より増加とな

りました。 

４．外航旅客定期航路の動向について（図表８及び資料３参照） 

◎ 日本発着の外航旅客定期航路を利用した日本人乗客数は、約 41.3 万人と前年比約 17％の増

加となりました。 

                                                   
1 我が国クルーズ船社、外航クルーズ船社代理店、クルーズを含む海外旅行を取り扱う旅行会社及び国内旅客船事業者

を対象（81社にアンケートを依頼）とした。 
2 外航クルーズと国内クルーズを合計した日本人乗客数。本調査では、船内 1泊以上を対象とし、日帰りクルーズは対

象外とした。国内クルーズは、日本船社の運航する外航クルーズ船による国内クルーズの乗客数及び内航フェリーによ

るクルーズの乗客数を合計した。 



資料１－２ 

●図表１ 外航・国内クルーズ乗客数の推移 

 



資料１－２ 

●図表２ 外航クルーズ目的別シェア推移 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料１－２ 

●図表３ 外航クルーズ泊数別乗客数推移

 



資料１－２ 

●図表４ 外航クルーズエリア別乗客数及び海域別シェア 

 



資料１－２ 

●図表５ 国内クルーズ目的別シェア推移 

 
 

●図表６ 国内クルーズ泊数別乗客数推移（外航クルーズ船及び国内フェリー） 

 



資料１－２ 

 

●図表７ 国内クルーズ人泊数の推移（外航クルーズ船のみ） 

 



資料１－２ 

●図表８ 外航旅客定期航路の日本人乗客数の推移 

 
 



資料２ 

2010 年の我が国港湾へのクルーズ船の寄港回数について 
 

 

2010 年（１月～12 月）の我が国港湾へのクルーズ船の寄港回数について、全国の

港湾管理者へ調査を実施しましたので集計結果をお知らせします。（図表１～３参照） 

 

 

１．2010年の我が国港湾へのクルーズ船寄港回数について 

◎ 2010年の我が国港湾へのクルーズ船の寄港回数1は、外国船社運航のクルーズ

船が 338回、日本船社運航のクルーズ船が 591回、合計 929回（前年比 53回増）

となりました。 

◎ 港湾別では、横浜港が 122回と昨年に引き続き寄港回数１位となりました。ま

た、博多港が外国船社運航のクルーズ船の寄港回数が増加した結果、84回と３位

となりました。 

 

 

２．外国船社運航のクルーズ船寄港回数について 

◎ 外国船社運航のクルーズ船の寄港回数は 338 回と前年の 348 回から 10 回減と

なりました。 

◎ 港湾別では、博多港が 61 回と前年比約 2.2 倍増でトップとなりました。また、

鹿児島港が前年比約２倍の 45回で３位となるなど、寄港回数上位５港が九州・

沖縄地方の港湾で占められました。 

 

 

３．日本船社運航のクルーズ船寄港回数について 

◎ 日本船社運航のクルーズ船の寄港回数は 591回と前年の 528回から 63回増と

なりました。 

◎ 港湾別では、横浜港が 104 回、神戸港が 81回と例年と同様にクルーズ発着港

の寄港回数が多くなりました。また、高知港と長崎港は前年比２倍以上の 15回

と話題性のある寄港地にクルーズ船が多く寄港しました。 

                                            
1
 本調査では、船内１泊以上を対象としたクルーズ船の寄港回数を対象とし、日帰りクルーズは対象外とした。

また、寄港回数には沖に停泊して乗客が通船で上陸した場合も含む。 



資料２ 
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図表１ 2010年 我が国港湾へのクルーズ船寄港回数 

 

 
図表２ 2010年 港湾別のクルーズ船の寄港回数（上位 10 港） 
全体 外国船社 日本船社 

順位 港湾名 回数 順位 港湾名 回数 順位 港湾名 回数 

１ 横浜 １２２ １ 博多 ６１ １ 横浜 １０４ 

２ 神戸 １０３ ２ 那覇 ４６ ２ 神戸 ８１ 

３ 博多 ８４ ３ 鹿児島 ４５ ３ 名古屋 ２５ 

４ 長崎 ５４ ３ 石垣 ４５ ４ 宮之浦 ２４ 

５ 鹿児島 ５２ ５ 長崎 ３９ ５ 博多 ２３ 

５ 那覇 ５２ ６ 神戸 ２２ ６ 東京 １９ 

７ 石垣 ４７ ７ 横浜 １８ ７ 小樽 １５ 

８ 名古屋 ２７ ８ 広島  ８ ７ 高知 １５ 

９ 宮之浦 ２５ ９ 大阪 ６ ７ 長崎 １５ 

１０ 東京 ２２ １０ 函館 ４ １０ 広島 １４ 

１０ 広島 ２２ 

 

 

図表３ 2006年～2010 年 外国船社運航クルーズ船の寄港回数（上位３港） 

 
2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 

順位 港湾名 回数 港湾名 回数 港湾名 回数 港湾名 回数 港湾名 回数 

１ 長崎 ５０ 長崎 ３７ 那覇 ５１ 那覇 ５０ 博多 ６１ 

２ 広島 ２３ 那覇 ２６ 石垣 ３７ 長崎 ４５ 那覇 ４６ 

３ 神戸 １８ 石垣 ２５ 鹿児島 ３０ 石垣 ３２ 鹿児島 ４５ 

         石垣 ４５ 

 



資料３ 

船　　　名 ふ じ 丸 飛  鳥　Ⅱ にっぽん丸 ぱしふぃっくびいなす

 運航会社 日本チャータークルーズ㈱ 郵船クルーズ㈱ 商船三井客船㈱ 日本クルーズ客船㈱

総トン数 23,235 50,142 22,472 26,594

乗客定員(人) 600 872 524 644

航海速力(ノット) 18 21 18 18.5

乗組員(人) 145 470 230 220

就航年月 1989年4月 2006年3月（建造1990年7月） 1990年9月 1998年4月

　　　２．日本チャータークルーズ㈱は、商船三井客船㈱、日本クルーズ客船㈱の共同出資によるチャータークルーズ会社

【参考】日本関係船社運航船 

船　　　名 クリスタルシンフォニー クリスタルセレニティ

船 　　 籍

運航会社

総トン数 51,044 68,870

乗客定員(人) 1,019 1,236

航海速力(ノット) 20 20

乗組員(人) 566 655

就航年月 1995年5月 2003年7月

（注）１．国土交通省海事局調べ　

　　　２．クリスタル・クルーズは、日本郵船㈱全額出資の米国子会社

バハマ

クリスタル・クルーズ

我が国船社が運航する外航クルーズ船一覧
(平成23年4月現在)

（注）１．(社)日本外航客船協会調べ

 

航路名 運航者名 国籍 船名 船籍 船型 運　航　頻　度

下関～光陽 光陽フェリー 韓国 光陽ビーチ 韓国 フェリー 　　週２往復（H23.1より運航開始）

関釜フェリー㈱ 日本 はまゆう 日本 フェリー

釜関フェリー㈱ 韓国 星希 韓国 フェリー

カメリアライン㈱ 日本 ニューかめりあ 日本 フェリー 　　毎日１往復

ビートル 日本 ジェットフォイル

ビートル２世 日本 ジェットフォイル

ビートル５世 日本 ジェットフォイル

コビーⅢ 韓国 ジェットフォイル

コビーⅤ 韓国 ジェットフォイル

大阪～釜山 パンスターライン㈱ 韓国 PANSTAR DREAM 韓国 フェリー 　　週３往復

神戸・大阪～上海 中日国際輪渡有限公司 中国 新鑒真 中国 フェリー 　　週１往復

大阪～上海 上海フェリー㈱ 日本 蘇州号 中国 フェリー 　　週１往復

神戸～天津 天津津神客貨輪船有限公司 中国 燕京 中国 フェリー 　　週１往復

下関～青島 オリエントフェリー㈱ 日本 ゆうとぴあ パナマ フェリー 　　週２往復

下関～蘇州(大倉) 上海下関フェリー㈱ 日本 ゆうとぴあ４ パナマ フェリー 　　週１往復(H21.10より旅客輸送休止)

境港～東海～ｳﾗｼﾞｵｽﾄｯｸ ＤＢＳクルーズフェリー㈱ 韓国 イースタンドリーム パナマ フェリー
　　境港～東海：週２往復
　　境港～ウラジオ：週１往復

稚内～コルサコフ ハートランドフェリー㈱ 日本 アインス宗谷 日本 フェリー 　　年間２８航海（６月～９月）

（注）１．国土交通省海事局調べ　

日本 　　毎日２～３往復

未来高速㈱ 韓国 　　毎日２～３往復

　　　２．運休中の航路は割愛した。

外航旅客定期航路の現況

（平成23年4月現在）

下関～釜山 　　毎日１往復

博多～釜山
ＪＲ九州高速船㈱

 


